
 
 

令和３年度 九州地区知的障害者福祉協会 

種別部会 ・ 合同研修会（長崎大会） 

開催要綱 
 

＜大会テーマ＞ 

「共生社会の実現を目指して」 

～インクルーシブな視点での取り組みについて～ 
 

１ 趣  旨  

1 年間の延期を経て開催された TOKYO2020 オリンピック・パラリンピックは賛否両論

渦巻くなか、無観客方法ながらも人々の胸をうつ大会となった。とりわけ「多様性」が強

調されたことは印象深かったといえる。 

 さて、わが国では出生率の低下に伴う人口減少により、2019 年に 1 億 2617 万人を数え

た人口が、2030 年には 700 万人近く減少するとされ、人口全体に占める 65 歳以上の高齢

者の割合は 31.2%に達すると試算されている。また、近年は、新型コロナウイルスによる世

界的な感染症の爆発的な発症や長期の大雨による大規模な自然災害など未曽有の困難に見

舞われている。このように地域社会そのものの脆弱化に加え、自然災害や世界的な感染症

の大流行などにより、地域住民が抱える福祉ニーズは多様化・複雑化していると言えよう。

今こそ地域住民を支える地域福祉が力を結集・発揮しながら、こうした課題をひとつひと

つ解決し、子ども、高齢者、そして障がい者が安心して暮らすことができる共生社会の実

現を目指すべきである。 

 本研修会では、事業種別特有の課題について、種別を超えて共有しながら、横断的な視

点により、障害がある人にとってのインクルーシブな共生社会の実現を目指すことを目的

とする。また、今回の研修方法については、従来の集合対面式のほか、オンライン配信と

いった研修スタイルを採用する。 

 

 

 

２ 主  催   九州地区知的障害者福祉協会 

         （一社）長崎県知的障がい者福祉協会 

 

３ 開催期日   令和 4 年 2 月 17 日（木） 

  配信日時   令和 4 年 2 月 24 日（木）より 2 週間配信 

 

４ 会  場   長崎ブリックホール 

         長崎県長崎市茂里町 2−38 

 

５ 参加対象   （１）九州地区知的障害関係施設の職員 

         （２）その他関係機関の職員等 

 

６ 定  員   250 名（予定） 



７ 日  程 
9:00       9:50     10:00     11:00    11:10    12:30  13:30      16:30 

受付 開会式 行政説明 休憩 講演 休憩 部会研修会 

 ※各県会長・部会長・副部会長におかれましては現地への集合をお願い致します。 

 ※支援スタッフ部会は、13：30 から支援スタッフ部会の協議が開催されます。 

 ※一般の参加者につきましては、令和 4 年 2 月 17 日に録画したものを令和 4 年 2 月 24

日より YouTube にて配信しますので、そちらをご視聴ください。 

 

８ 内  容 

 

（１）受   付（9：00～9：50） 

 

（２）開 会 式（9：50～10：00） 

開会挨拶  （一社）長崎県知的障がい者福祉協会   会長 竹内 一  

主催者挨拶   九州地区知的障害者福祉協会     会長 武元 典雅 

 

（３）行 政 説 明（10：00～11：00） 

    厚生労働省障害福祉課  

（調整中） 

 

（４）休 憩（11：00～11：10） 

 

 

 

（５）講 演（11：10～12：30） 

テーマ：「夢を追い続けて・・・                

～諦めない！ポジティブに！いつも元気なその秘訣～(仮)」 

一般社団法人 ShuWa アカデミー 

            内村 周子 氏  

 

【講師紹介】 

日本の体操競技 内村航平 選手の母。 

長崎純心女子学園卒業後、現在の長崎県立大学卒業。その後体操教室で幼児体育の

指導にあたる。1992年に夫 和久氏と共にスポーツクラブ内村を開設。体操指導を

行うとともに、Shuバレエスタジオにてクラシックバレエ教師としても活動。現在

長崎純心大学院生であり、心理学において研究中。 

 

 

（６）休   憩（12：30～13：30） 

 

 

 



 

 

（７）部会研修会（13：30～16：30） 

 

 

 

① 児童発達支援部会  

 

テーマ 

「子どもたちが笑顔になる支援」 ～子どもの心に寄り添い育もう～ 

 

子どもたちの笑顔は支援する側の笑顔でもあります。すべての子どもの命が輝き、 

誰もが存在を肯定される社会を目指し、子どもの豊かな育ちを支える支援について 

考え、また、福祉現場においてよく聞かれるようになった愛着障害の方への支援を 

強度行動障害についても触れつつ深めていきたいと思います。 

 

 

 

内 容 

13:30～13:35 部会会式あいさつ   九州地区児童発達支援部会 

部会長 力丸 敏光 氏 

 

 

13:35～14:55 講演１ 

演題 「子どもの豊かな育ちを支える支援とは」 

～あさひが丘学園の実践から～ 

講師 水流 純大 氏 

 社会福祉法人 落穂会 理事長 

   九州地区知的障害者福祉協会副会長 

         鹿児島県知的障害者福祉協会会長 

 

 

15:15～16:30 講演２ 

      演題 「愛着障害の理解と支援」 

         講師 米澤 好史 氏 

         和歌山大学教育学部 心理学教室 教授 

         （臨床発達心理士スーパーバイザー・上級教育カウンセラー・ 

          学校心理士スーパーバイザー・ガイダンスカウンセラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

② 障害者支援施設部会 
 

テーマ：「どうする？これからの障害者支援施設」 

 

日 程（スケジュール） 

13：30～13：40  挨拶  九州地区障害者支援施設部会 部会長 恒松 祐輔 氏 

 

13：40～14：20 中央情勢報告  全国障害者支援施設部会 部会長 榎本博文 氏 

 

14：20～14：40 事例報告 1 「障害者支援施設における特色あるサービス」 

      蓮の実団地 支援室長 佐藤彰徳 氏（福岡県） 

 

14：40～15：00 事例報告 2 「障害者支援施設における特色あるサービス」 

         三気の里 主任 森田康之 氏（熊本県） 

 

15：00～15：10 休憩 

 

15：10～16：30 アンケート及び座談会 

       （榎本氏、事例報告者、各県部会長、副部会長） 

 

 

③ 日中活動支援部会 
 

テーマ：「社会生活支援ってなんだろう？〜社会生活支援導入篇〜」 

 

パネルディスカッション 

           [モデレーター]   大分県日中活動支援部会 副部会長 小塩 桂史 氏  

 

             [パネリスト]   福岡県日中活動支援部会 部 会 長 枡田 充生 氏  

熊本県日中活動支援部会 部 会 長 金子 恵助 氏  

 

社会生活支援実践プレゼン（社会生活支援事例集 vol.4 より） 

 

[コーディネーター]   九州地区日中活動支援部会 副部会長 知念 隆生 氏 

 

[プレゼンター]   「移動販売・テイクアウトを活用した社会生活支援」 

   熊本県 社会福祉法人明徳会 チャレンジめいとくの里 

 福山 勝弘 氏 

「エコバック制作による社会生活支援」 

長崎県 社会福祉法人ことの海会 デイサービスふわり 生活介護 

川嶋 茂 氏 

 

アフターートーーーク!!! 

九州地区日中活動支援部会 部会長 村上和子 氏  他各登壇者（6 名） 

 



 

④ 生産活動・就労支援部会 
 

テーマ：「就労系福祉サービス事業の経営を考える」 

 

13:30～14:20  課題提起「就労系福祉サービス事業の課題について」 

          九州地区生産活動・就労支援部会 部会長 志賀 正幸 氏 

 

14:30～15:20  実践報告Ⅰ「就労系事業における新型コロナ禍での経営戦略」 

        （講師）（社福）佛子園 日本海倶楽部 管理者 竹中 誠 氏 

 

15:30～16:20  実践報告Ⅱ「就労系障害福祉サービスにおける就労支援事業会計の 

管理と会計処理における課題に関する調査研究」 

（講師）（調整中） 

 

 

⑤ 地域支援部会・相談支援部会 
テーマ 

「さらなる地域を創出する障害福祉の重要性」 

    ～本当に地域生活がこれ以上可能なのか？～ 

プログラム 

13:30～13:35  開会挨拶  

  

13:35～14:55  講演（80 分）  

「2024 年度制度改正の方向性とこれからの地域生活とは（仮）」 

PwC コンサルティング  吉野 智 氏     

(前厚生労働省障害福祉課障害福祉専門官)  

14:55～15:10  休憩 

 

15:10～15:40  事例発表（30 分） 

「障害者基幹相談支援センターの役割と重層的支援体制構築の課題（仮）」 

北九州市障害者基幹相談支援センター 

センター長 横田 信也 氏 

 

15:40～16:20  シンポジウム （40 分） 

テーマ「２０２４年度の制度改正も含めた見直しへの論点を探る！」 

コーディネーター＆パネリスト 相談支援部会長            岡本 松 信 氏 

パネリスト  北九州市障害者基幹相談支援センター 

                             センター長   横田 信  也 氏 

パネリスト  地域支援部会長                      最上 太一郎 氏 

アドバイザー  ＰｗＣ コンサルティング            吉野  智   氏 

 

16:20～16:25  閉会挨拶 

 



９ 参加費及び参加申込み方法について 

 

  各県会長・部会長・副部会長 → ９-１へ 

 

  一般参加者         → ９-２へ 

 

９-１ 各県会長・部会長・副部会長 

 

（１）参 加 費   お一人 １０，０００円 

 ※申込み後の参加費の返金は一切行いませんので、予めご了承ください。  

 

（２）申込みについて   

 

ア 参加申込みにつきましては、専用のＵＲＬ  

http://www.mwt-mice.com/events/chiteki-kyushu2021           

へアクセスし必要事項をご入力いただき、Ｗｅｂにて名鉄観光サービス（株）長崎

支店までお申込みください。 

 

 

 

イ 申込期限  令和 4 年 1 月 17 日（月） 

 

 ウ オンライン参加者には、参加費入金確認後、全体会の専用 URL と部会専用 URL を

メールでお送りし、それぞれの専用 URL から事前通信テストを行います。 

 

   事前通信テスト日時：令和 4 年 2 月 17 日（木）10：00～12：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.mwt-mice.com/events/chiteki-kyushu2021


９-２ 一般参加者 

 

（１）参 加 費  一事業所あたり １０，０００円 

※申込み後の参加費の返金は一切行いませんので、予めご了承ください。  

 

（２）申込みについて   

 

ア 参加申込みにつきましては、専用のＵＲＬ 

http://www.mwt-mice.com/events/chiteki-kyushu2021           

へアクセスし必要事項をご入力いただき、Ｗｅｂにて名鉄観光サービス（株）

長崎支店までお申込みください。 

 

 

 

 

     イ 申込期限  令和 4 年 1 月 17 日（月） 

 

ウ ウェブ参加者には、参加費入金確認後、全体会の専用 URL と部会専用 URL を

メールでお送りします。配信日にアクセスしていただきご視聴して下さい。 

 

（３）参加申込の際にいただいたメールアドレスに大会冊子データを送付します。 

 

 

１０ 個人情報の取り扱いについて 

本研修会申込に記載された個人情報は、本大会の運営管理のみに使用させていただき

ます。 

 

１１ 問い合わせ先  

（1）大会内容に関する問い合わせ先  

（一社）長崎県知的障がい者福祉協会 事務局 芦塚・志賀 

〒852-8555 長崎県長崎市茂里町 3-24（長崎県総合福祉センター内） 

電話 095-842-7007   FAX 095-842-7008 

 

（2）大会申込みに関するお問い合わせ 

   名鉄観光サービス株式会社 長崎支店 担当 今井 豊 

   〒850-0033 長崎県長崎市万才町 4-15 日本生命ビル新館 4 階 

電話 095-824-1200   FAX 095-824-1976 

http://www.mwt-mice.com/events/chiteki-kyushu2021

